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創
刊
号

(
昭
和
二
十
六
年
三
月)

藤
村
と
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア

笹

淵

友

一

興
福
寺
本
霊
異
記
訓
釈
考

平

井

秀

文

万
葉
植
物
の
様
相

永

井

寛

平
仲
説
話
の
展
開
と
平
仲
物
語

目
加
田

さ
く
を

浄
瑠
璃
の
一
限
界

横

山

正

形
容
詞
を
構
成
す
る
一
二
の
接
尾
語
に
つ
い
て

秋

山

正

次

去
来
の
一
句
の
解
釈

橋

本

元
二
郎

伝
中
御
門
宣
秀
筆
金
葉
和
歌
集

石

井

和

男

〈
書
評
〉

笹
淵
友
一
著

｢

北
村
透
谷｣
重

松

泰

雄

高
木
市
之
助
著

｢

湖
畔｣

を
読
む

立

川

昭
二
郎

第
二
号

(

昭
和
三
十
年
五
月)

人
麻
呂
長
歌
の
修
辞
研
究

－

特
に
序
詞
の
使
用
に
つ
い
て－

岡

本

庸

子

芭
蕉
と
自
然－

一
つ
の
手
が
か
り
を
も
と
に－

森

山

隆

九
州
野
坡
門
の
研
究－

そ
の
形
成
の
時
代－

大

内

初

夫

｢

天
霧
之｣

の
訓
に
つ
い
て

鶴

久

現
代
語

｢

か
ら
に｣

に
つ
い
て

東

秀

吉

徒
然
草
第
五
十
六
段
末
尾
の
解
釈

－

ざ
え
あ
る
人
は
そ
の
事－

春

日

和
男

芭
蕉
連
句
評
釈

(

一)

－
｢

う
ぐ
ひ
す
に｣

の
巻

(

上)－

杉

浦

正
一
郎

第
三
号

(

昭
和
三
十
年
十
一
月)

倭
建
の
命
は
天
皇
か－

古
事
記
の
用
字
法
に
即
し
て－

福

田

良

輔

落
窪
物
語
の
笑
ひ

大

原

一

輝

仏
教
的
と
非
仏
教
的

－

今
日
平
家
物
語
を
ど
う
読
む
べ
き
か
の
問
題
に
関
連
し
て－

井

手

恒

雄

近
松
の
姦
通
浄
瑠
璃

横

山

正

あ
ゆ
ひ
抄
の

｢

立
居｣

と

｢

本｣

佐

田

智

明

徳
富
蘆
花
と
社
会
主
義

寺

園

司

芭
蕉
連
句
評
釈

(

一)

－
｢

う
ぐ
ひ
す
に｣

の
巻

(

下)－

杉

浦

正
一
郎

第
四
・
五
号

(

開
講
三
十
周
年
記
念
特
輯
・
昭
和
三
十
一
年
十
月)

国
語
の
母
音
同
化

春

日

政

治

あ
の
頃

高

木

市
之
助

小
宮
氏
本
新
古
今
集
そ
の
他

小

島

吉

雄

女
に
て
見
奉
ら
ま
ほ
し

笹

淵

友

一

五
七
調
の
成
立
に
つ
い
て

瀬

古

確

九
州
西
南
部
方
言
に
お
け
る
長
母
音
に
つ
い
て

上

村

孝

二

― 235 ―

《
総

目

次
》



｢
浜
風
爾
…
紐
吹
返｣

考

黒

岩

駒

男

成
簣
堂
文
庫
本
・
遊
仙
窟
に
つ
い
て

平

井

秀

文

｢

あ
は
れ｣
の
再
検
討－

中
世
歌
僧
の
論
を
兼
ね
て－

井

手

恒

雄

世
話
浄
瑠
璃
表
現
と
芸
風

横

山

正

｢

現
代
か
な
ず
か
い｣

私
案

矢

野

文

博

読
本
作
家
の
構
成
能
力
の
問
題

－

桜
姫
全
伝
曙
草
紙
を
よ
す
が
と
し
て
山
東
京
伝
の
場
合－

目
加
田

さ
く
を

芭
蕉
と
寿
貞
・
次
郎
兵
衞

大

内

初

夫

万
葉
集
に
お
け
る
語
・
告
・
謂
・
言
の
訓

－

表
記
意
識
と
用
字
法
と
の
関
連
に
お
い
て－

鶴

久

｢

邪
宗
門｣

の
南
蛮
詩
と
杢
太
郎

重

松

泰

雄

元
永
本
古
今
和
歌
集
の
書
写
に
関
す
る
一
問
題

春

日

和

男

志
賀
白
水
郎
歌
十
首
の
歌
謡
性

－

憶
良
の
単
独
創
作
説
を
疑
ふ－
福

田

良

輔

九
州
大
学
国
文
学
会
関
係
雑
誌
に
お
け
る
会
員
の
論
文
一
覧

第
六
・
七
号

(

故
杉
浦
正
一
郎
教
授
追
悼
号
・
昭
和
三
十
二
年
十
二
月)

故
杉
浦
教
授
追
悼
号
に
よ
せ
て

福

田

良

輔

俳
人
諸
九
尼
の
生
涯－

な
み
女
の
頃－

大

内

初

夫

『

お
く
の
ほ
そ
道』

板
行
以
前
の
反
響

－

影
響
史
の
序
説－

白

石

悌

三

伊
勢
物
語
の
章
段
排
列
に
関
す
る
一
考
察

－

助
動
詞
の
用
法
か
ら－

遠

藤

康

子

中
世
歌
学
書
に
見
え
る
言
語
意
識
の
性
格

佐

田

智

明

上
代
に
お
け
る
母
音
音
節
の
脱
落
に
つ
い
て

森

山

隆

二
葉
亭
四
迷
の
現
実
認
識

立

川

昭
二
郎

狭
衣
の
道
心

大

原

一

輝

心
敬
と
自
然
美

－

彼
の
反
仏
教
的
発
想
へ
の
理
解
の
試
み－

井

手

恒

雄

万
葉
集
に
お
け
る
有
情
と
そ
の
存
在
の
表
現

－
｢

ゐ
る｣

｢

を
る｣

を
中
心
と
し
て－

瀬

良

益

夫

万
葉
集
に
於
け
る
虚
字
の
効
用

瀬

古

確

正
安
本

｢

義
孝
集｣

翻
刻
と
校
異

今

井

源

衛

第
八
号

(

昭
和
三
十
四
年
二
月)

浄
瑠
璃

｢

蝉
麿
呂｣

と

｢

蝉
丸｣

横

山

正

万
葉
集
に
お
け
る
対
句
の
場
合
の
訓
に
つ
い
て

鶴

久

上
代
に
お
け
る
エ
列
乙
類
の
性
格

森

山

隆

〈
書
評
〉

野
村
望
東
尼
全
集
を
読
む

春

日

政

治

笹
淵
友
一
著

『

浪
漫
主
義
文
学
の
誕
生』

重

松

泰

雄

杉
浦
正
一
郎
著

『

芭
蕉
研
究』

大

内

初

夫

〈
紹
介
〉

目
加
田
さ
く
を
編
註

『

平
仲
物
語』

冷
泉
為
相
筆

細
川
文
庫
目
録
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第
九
号

(

昭
和
三
十
四
年
九
月)

宝
暦
明
和
の
大
阪
騒
壇－

列
仙
伝
の
人
々－

中

村

幸

彦

旅
人
の
表
現－

特
に
そ
の
孤
独
を
め
ぐ
っ
て－

瀬

古

確

風
土
と
用
字－
上
代
に
お
け
る

｢

湖｣

に
つ
い
て－

八

木

毅

い
わ
ゆ
る
説
話
文
学
の
文
学
的
価
値

井

手

恒

雄

蕉
風
俳
諧
美
の
理
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

－

さ
び
、
し
を
り
、
細
み
に
つ
い
て－

田

尻

龍

正

露
伴
と�

外－

歓
画
談
と
寒
山
拾
得－

瀬

里

広

明

漱
石
に
お
け
る
自
然

立

川

昭
二
郎

語
彙

｢

肥
前
か
ら
薩
摩
へ｣

上

村

孝

二

第
十
号

(

春
日
政
治
博
士
八
十
賀
記
念
訓
点
特
集
号
・
昭
和
三
十
五
年
五
月)

高
野
山
西
南
院
蔵

｢

和
泉
往
来｣

に
つ
い
て

遠

藤

嘉

基

平
安
朝
初
期
の
訓
点
語
に
用
ゐ
ら
れ
た
ス
ラ
と
ダ
ニ

大

坪

併

治

ト
キ
と
ト
キ
ニ
の
訓
点

中

田

祝

夫

漢
文
訓
読
語
に
於
け
る
係
助
詞
に
就
い
て

築

島

裕

遊
仙
窟

｢

菅
家
本｣

考

平

井

秀

文

カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
と
い
ふ
熟
語
の
訓
読
性

－

訓
点
語
と
今
昔
物
語
集
の
用
例
二
三－

春

日

和

男

第
十
一
号

(

昭
和
三
十
五
年
九
月)

源
氏
物
語
奥
入
の
成
立
に
つ
い
て－

待
井
説
に
賛
成
す
る－

今

井

源

衛

花
山
院
の

｢

花
見
る
人｣

の
歌

－

日
本
文
芸
史
に
お
け
る
無
常
観
の
克
服
・
補
遺－

井

手

恒

雄

沾
徳
年
譜
追
考

京
極
高
住
の
俳
諧
に
つ
い
て

白

石

悌

三

人
麻
呂
歌
集
訓
詁
二
題

鶴

久

日
本
霊
異
記
の

｢

所｣

字
に
つ
い
て

原

栄

一

上
代
に
お
け
る
カ
行
音
の
清
濁
表
記
に
つ
い
て

原

口

裕

〈
書
評
〉

井
手

恒
雄
氏
著

｢

日
本
文
芸
史
に
お
け
る
無
常
観
の
克
服｣

今

井

源

衛

第
十
二
号

(

昭
和
三
十
六
年
四
月)

萬
葉
集
に
於
け
る
雑
歌
の
表
現

瀬

古

確

柘
枝
伝
考

目
加
田

さ
く
を

『

辨
篇
突
集』

に
つ
い
て－

『

旅
寝
論』

の
一
異
本－

大

内

初

夫

｢

千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ｣

文
体
試
論

重

松

泰

雄

小
林
秀
雄
と
ベ
ル
グ
ソ
ン

－
｢

近
代
絵
画｣

を
中
心
と
し
て－

瀬

里

広

明

近
世
初
期
儒
学
者
の
言
語
観

－

テ
ニ
ヲ
ハ
観
と
の
関
連
に
お
い
て－

佐

田

智

明

〈
紹
介
〉

大
内
・
飯
野
・
阿
部
氏
編

｢

湖
白
庵
諸
九
尼
全
集｣

白

石

悌

三

第
十
三
号

(

昭
和
三
十
六
年
十
月)

物
語
と
小
説
に
つ
い
て
の
覚
え
書

笹

淵

友

一

と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
世
界

大

原

一

輝

平
家
物
語
覚
一
本
と
そ
の
伝
承

笠

栄

治
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海
音
関
係
丸
本
の
奥
書
と
そ
の
意
義

横

山

正

万
葉
集
の
枕
詞

｢

霰
零｣

｢

丸
雪
降｣

は
ア
ラ
レ
フ
リ
か
ア
ラ
レ
フ
ル
か

福

田

良

輔

〈
紹
介
〉

中
村
幸
彦
著

『
近
世
作
家
研
究』

白

石

悌

三

中
村
幸
彦
著

『

近
世
小
説
史
の
研
究』

田

中

道

雄

第
十
四
号

(

昭
和
三
十
七
年
五
月)

連
濁－

上
代
語
に
お
け
る－

森

山

隆

松
平
文
庫
本
蜻
蛉
日
記
に
つ
い
て

西

丸

妙

子

芭
蕉
の
発
句
推
敲
覚
書

石

川

八

朗

翻
刻

『

西
郭

俗
湖
月
抄

草
案』

田

中

道

雄

第
十
五
号

(

昭
和
三
十
七
年
十
二
月)

浄
瑠
璃
絵
尽
の
効
用

中

村

幸

彦

続
長
恨
歌
訓
読
考
異

矢

野

文

博

幕
末
期
佐
賀
地
方
の
助
詞

－
｢

滑
稽
洒
落
一
寸
見
た
夢
物
語｣

を
中
心
に
し
て－篠

崎

久

躬

翻
刻

｢

世
中
に｣

随
筆

石

川

八

朗

〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
著

｢

源
氏
物
語
の
研
究｣

徳

満

澄

雄

井
手
恒
雄
著

｢

平
家
物
語
論｣

笠

栄

治

第
十
六
号

(

故
春
日
政
治
博
士
追
悼
号
・
昭
和
三
十
八
年
六
月)

天
平
十
年
駿
河
国
正
税
帳
の
防
人
数
と
東
国
方
言

福

田

良

輔

万
葉
集
巻
十
五
の
用
字
を
め
ぐ
っ
て

瀬

古

確

変
字
法
と
清
濁
表
記
と
の
交
渉－

万
葉
集
に
お
け
る－

森

山

隆

天
正
本
浄
土
三
部
経
音
義
の
和
訓

平

井

秀

文

稿
本
あ
ゆ
ひ
抄
に
お
け
る
半
語
の
位
置

佐

田

智

明

｢

碓
氷
の
坂
を
越
え
し
だ
に｣

補
説

－

父
の
思
い
出
に
よ
せ
て－

春

日

和

男

物
語
の
作
者

笹

淵

友

一

平
安
文
学
の
背
景
を
な
す
も
の

－

藤
原
道
長
と
法
成
寺
と
に
つ
い
て－

穴

山

孝

道

山
鹿
素
行
手
沢
本

｢

大
和
物
語
抄
に
つ
い
て｣

今

井

源

衛

遁
世
思
想－

古
文
芸
と
の
関
連
に
お
い
て－

井

手

恒

雄

初
期
名
古
屋
俳
壇
の
一
資
料

中

村

幸

彦

土
佐
少
椽
の
曲
節－

そ
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
試
論－

横

山

正

美
妙
斎
の
句
読
法－

四
迷
へ
の
影
響
を
中
心
に－

重

松

泰

雄

第
十
七
号

(

昭
和
三
十
九
年
三
月)

後
撰
集
の
構
成
意
識
に
関
す
る
一
考
察

広

川

清

也

源
氏
物
語
に
お
け
る

｢

色
好
み｣

に
つ
い
て

い
ろ
ご
の
み
、
す
き
の
再
検
討

徳

満

澄

雄

肥
前
島
原
松
平
文
庫
本

｢

千
載
佳
句｣

に
つ
い
て

金

原

理

広
本
方
丈
記
に
お
け
る
五
大
災
厄
の
叙
述
に
つ
い
て

春

山

要

子

｢

血
か
た
び
ら｣
の
説

－

松
田
修
氏
の
論
に
即
し
て－

中

村

幸

彦
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〈
紹
介
〉

福
田
良
輔
著

『

古
代
語
文
ノ－

ト』

鶴

久

横
山

正
著

『

浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究』

橘

英

哲

第
十
八
号

(

福
田
良
輔
教
授
還
暦
記
念
特
集
号
・
昭
和
三
十
九
年
八
月)

上
代
に
お
け
る
�
〜
�
交
替
の
周
辺

森

山

隆

已
然
形
に
承
接
し
て
反
語
を
表
は
す

｢

か
も｣

鶴

久

古
事
記
に
お
け
る
直
叙
様
式

－

□
之
・
□
者
の
用
字
に
つ
い
て－

原

口

裕

変
体
漢
文
の
訓
読
上
の
一
疑
点

原

栄

一

新
撰
字
鏡

｢

本
草
部｣

の
記
載
形
式
と
そ
の
構
成

福

田

益

和

｢

見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も｣

(

新
古
今
秋
上
・
定
家)
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

瀬

古

確

｢

テ
ニ
ハ｣

と

｢

詞｣

と
の
関
係

－

手
爾
葉
大
概
抄
之
抄
を
め
ぐ
っ
て－
佐

田

智

明

キ
リ
シ
タ
ン
口
語
資
料
に
於
け
る
否
定
を
伴
ふ
副
詞

麻

生

朝

道

｢

な
る｣

の
意
味
変
化

－
｢

文
法
上
許
容
ニ
関
ス
ル
事
項
一
六｣

の
場
合－

春

日

和

男

近
世
語
資
料
と
し
て
の
詞
葉
新
雅

中

村

幸

彦

第
十
九
号

(

昭
和
四
十
年
二
月)

薩
摩
新
田
神
社
所
蔵
の
鎌
倉
末
期
連
歌
懐
紙

大

内

初

夫

筥
崎
宮
連
歌

(

上)
－

宗
因
自
筆
百
韻

｢

手
向
に
は｣－

棚

町

知

弥

｢

絶
景
に
む
か
ふ
時
は
う
ば
は
れ
て
不
レ

叶｣

の
意
味

白

石

悌

三

其
角
晩
年
の
生
活
に
つ
い
て

石

川

八

朗

浄
瑠
璃
絵
尽
考

橘

英

哲

〈
紹
介
〉

目
加
田
さ
く
を
著

『

物
語
作
家
圏
の
研
究』

今

井

源

衛

第
二
十
号

(

昭
和
四
十
年
六
月)

為
信
集
と
源
氏
物
語

今

井

源

衛

古
事
記
巻
初
の
訓
み－

｢

天
地
初
発｣

と

｢

天
地
初
起｣－

原

口

裕

嶋
田
忠
臣
伝
考

金

原

理

三
木
露
風
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

寺

園

司

〈
紹
介
〉

井
手
恒
雄
著

『

中
世
日
本
の
思
想
と
文
芸』

白

石

悌

三

第
二
十
一
号

(

昭
和
四
十
一
年
二
月)

古
今
六
帖
と
千
載
佳
句

清

田

伸

一

和
泉
式
部

｢

く
ら
き
よ
り｣

の
歌
の
詠
作
年
時

龍

頭

昌

子

蝶
夢
の
俳
壇
登
場
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(

上)

田

中

道

雄

露
伴
文
学
に
お
け
る
華
厳
思
想
に
つ
い
て

瀬

里

広

明

〈
紹
介
〉

福
田
良
輔
著

『

奈
良
時
代
東
国
方
言
の
研
究』

森

山

隆

第
二
十
二
号

(

昭
和
四
十
一
年
十
月)

副
詞
か
ら
見
た
日
本
霊
異
記

原

栄

一

中
古
語

｢

ま
か
る｣

の
一
考
察

中

島

京

子
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古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の
音
韻

迫

野

虔

徳

文
の
構
造

矢

野

文

博

〈
資
料
紹
介
〉

絵
入
浄
瑠
璃
本

｢

日
本
九
ほ
ん
の
じ
や
う
ど｣

横

山

正

第
二
十
三
号

(

昭
和
四
十
二
年
二
月)

白
菊
奇
談
と
石
点
頭

中

村

幸

彦

鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
蔵
玉
里
文
庫
本
古
筆
源
氏
物
語
に
つ
い
て

徳

満

澄

雄

桜
島
忠
信
落
書
に
つ
い
て

後

藤

昭

雄

宮
沢
賢
治
の

｢

心
象
ス
ケ
ッ
チ｣

に
つ
い
て

－

直
観
像
学
説
と
幻
視
の
文
学－

境

忠

一

小
林
秀
雄
ノ－

ト－

そ
の
歴
史
思
想
を
中
心
に－

山

田

輝

彦

〈
新
刊
紹
介
〉

笠
栄
治
著

『

陸
奥
話
記
校
本
と
そ
の
研
究』
井

手

恒

雄

第
二
十
四
号

(

昭
和
四
十
二
年
十
月)

『

昔』

と

『

今
は
昔』

－
｢

今
昔
考｣

補
説－

春

日

和

男

日
本
書
紀
の
音
仮
名

｢

支｣

藤

井

茂

利

宮
本
武
蔵
の

『

独
行
道』

紫

藤

誠

也

『

六
の
宮
の
姫
君』

の
自
立
性

海
老
井

英

次

〈
紹
介
〉

中
村
幸
彦
著

『

戯
作
論』

中

山

右

尚

今
井
源
衛
著

『

紫
式
部』

西

丸

妙

子

第
二
十
五
号

(

昭
和
四
十
三
年
三
月)

[

新
資
料
紹
介]

｢

源
氏
の
ゆ
ふ
だ
す
き｣

と

｢

源
氏
三
十
六
首
之
哥｣

今

井

源

衛

平
安
時
代
漢
詩
人
の
規
範
意
識

－

本
朝
文
粋
所
蔵
の
大
江
匡
衡
と
紀
斉
名
の
省
試
論
争
を
め
ぐ
っ
て－

金

原

理

交
野
少
将
物
語
に
つ
い
て
の
一
試
論

後

藤

昭

雄

｢

蜻
蛉
日
記｣

上
巻
の
成
立
に
関
す
る
私
論

古

賀

典

子

萬
葉
集
の

｢

生｣

字
に
つ
い
て

吉

川

進

〈
紹
介
〉

福
田
良
輔
編

｢

九
州
の
萬
葉｣

橘

英

哲

第
二
十
六
号

(

昭
和
四
十
三
年
十
月)

｢

柳
澤
騒
動｣

實
録
の
轉
化

中

村

幸

彦

芭
蕉
俳
文
に
お
け
る

｢

鼓
舞｣

に
つ
い
て

井

上

敏

幸

式
亭
三
馬
の
言
語
描
写
に
つ
い
て
の
一
考
察

五

所

美

子

近
松
時
代
に
於
け
る
操
人
形
の
所
作

遠

藤

和

恵

馬
内
侍
集
伝
本
考

福

井

迪

子

仮
名
文
に
お
け
る
拗
音
仮
名
表
記
の
成
立

迫

野

虔

徳

〈
紹
介
〉

瀬
古
確
著

｢

萬
葉
集
に
於
け
る
表
現
の
研
究｣

鶴

久

春
日
和
男
著

｢

存
在
詞
に
関
す
る
研
究－

ラ
変
活
用
語
の
展
開－

｣

原

口

裕

境
忠
一
著

｢
評
伝
宮
沢
賢
治｣

海
老
井

英

次
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第
二
十
七
号

(

福
田
良
輔
教
授
退
官
記
念
号
・
昭
和
四
十
四
年
六
月)

福
田
良
輔
教
授
略
歴

福
田
教
授
の
思
ひ
出

小

島

吉

雄

短
歌
表
現
論

山

崎

孝

子

和
漢
朗
詠
集
と
宮
本
武
蔵

紫

藤

誠

也

芭
蕉
に
お
け
る
死
の
意
味

佐
々
木

雄

爾

塗
籠
本
伊
勢
物
語
に
関
す
る
一
考
察

－

定
家
本
と
の
対
校
を
と
お
し
て－

山

口

康

子

『

句
兄
弟』

の
方
法

石

川

八

朗

定
家
の
仮
名
遣
い
の
成
立
に
つ
い
て

迫

野

虔

徳

｢

詩｣

と

｢

阿
呆｣

と

－

芥
川
龍
介

｢

或
阿
呆
の
一
生｣
論
一－

海
老
井

英

次

福
田
先
生
の
想
い
出

武

末

次

男

福
田
先
生
と
出
来
の
わ
る
い
学
生

原

栄

一

福
田
良
輔
教
授
と
共
に

春

日

和

男

第
二
十
八
号

(

昭
和
四
十
五
年
五
月)

｢

か
が
や
く
日
の
宮｣

攷

伊

藤

博

嵯
峨
天
皇
と
弘
仁
期
詩
壇

後

藤

昭

雄

『

西
鶴
名
残
の
友』

挿
絵
考

若

木

太

一

西
鶴

｢

大
笑
ひ｣

の
手
法

井

上

敏

幸

蝶
夢
の
俳
壇
登
場
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(

中)

田

中

道

雄

〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
著

『

花
山
院
の
生
涯』

後

藤

昭

雄

大
内
初
夫
著

『

芭
蕉
と
蕉
門
の
研
究－

芭
蕉
・
洒
堂
・
野
坡

考
証
と
新
見－

』

石

井

大

第
二
十
九
号

(

昭
和
四
十
五
年
十
一
月)

伊
勢
本
節
用
集
の
一
系
譜

－

玉
里
文
庫
本
と
龍
門
文
庫
一
本－

春

日

和

男

万
葉
集
巻
十
四
に
お
け
る
清
濁
表
記

鶴

久

日
本
書
紀
私
記
甲
本
に
お
け
る
傍
訓
の
性
格
に
つ
い
て

福

田

益

和

格
助
詞

｢

に
て｣

の
形
成
と
言
語
に
お
け
る
交
替
現
象

添

田

建
治
郎

馬
内
侍
集
に
お
け
る
編
纂
意
識
の
特
徴
に
つ
い
て
の
一
考
察

福

井

迪

子

〈
紹
介
〉

井
手
恒
雄
著

『

徒
然
草
通
説
批
判』

武

末

照

男

第
三
十
号

(

昭
和
四
十
六
年
三
月)

蝶
夢
の
俳
壇
登
場
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(

下
ノ
一)

田

中

道

雄

藤
原
兼
輔
伝
考

(

一)

工

藤

重

矩

狭
衣
物
語
の
神

大

原

一

輝

翻
刻

西
国
追
善
集

井

上

敏

幸
・
大

内

初

夫

〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
著

『

王
朝
文
学
の
研
究』

福

井

迪

子

第
三
十
一
・
三
十
二
号

(

中
村
幸
彦
先
生
送
別
特
輯
・
昭
和
四
十
六
年
十
月)

思
い
出
す
ま
ま
に

福

田

良

輔
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白
眼
三
公
に
対
ふ－

賀
陽
豊
年
小
伝－

金

原

理

漢
文
訓
読
と
終
助
詞

｢

か
し｣

の
問
題

春

日

和

男

齋
宮
女
御
集
伝
本
系
統
に
関
す
る
考
察

西

丸

妙

子

菅
公
と
源
氏
物
語

今

井

源

衛

大
江
匡
衡
の
詩
文

後

藤

昭

雄

日
本
法
華
験
記
か
ら
今
昔
物
語
集
へ

－

副
詞
の
踏
襲
・
換
言
・
省
略
・
付
加－

原

栄

一

今
昔
物
語
集

｢

目
録｣

考－
そ
の
表
題
形
式
に
つ
い
て－

山

口

康

子

解
釈
文
法
の
立
場
よ
り

－
｢

も
ぞ｣

・｢

も
こ
そ｣

に
つ
い
て
の
私
見－

福

田

益

和

｢

後
三
年
合
戦
絵
詞｣

と
そ
の
伝
承

笠

栄

治

カ
行
イ
音
便
の
形
態
的
定
着

迫

野

虔

徳

聚
分
韻
略
の
版
本
に
つ
い
て

奥

村

三

雄

鈴
木
正
三
の
思
想
と
教
化－

島
原
・
天
草
の
乱
そ
の
後－
若

木

太

一

本
朝
二
十
不
孝
の
方
法

－
『

二
十
四
考』

説
話
を
手
懸
に－

井

上

敏

幸

鬼
貫
の
俳
論

石

井

大

近
松
時
代
物
浄
瑠
璃
の
道
行

橘

英

哲

活
用
語
に
接
続
す
る

｢

ラ
シ
イ｣

－

明
治
に
お
け
る
そ
の
定
着
の
状
態－

原

口

裕

｢

偸
盗｣

へ
の
一
視
角

海
老
井

英

次

二
つ
の

『

愛
と
死
の
谷
間』

江

頭

太

助

送
別
記
念
号
に
よ
せ
て

白

石

悌

三

中
村
幸
彦
先
生
略
歴

第
三
十
三
号

(

昭
和
四
十
七
年
五
月)

図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
和
音
注
の
性
格

田

尻

英

三

藤
原
兼
輔
伝
考

(

二)

工

藤

重

矩

蝶
夢
の
俳
壇
登
場
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(

下
ノ
二)

田

中

道

雄

樋
口
一
葉
と
宗
教

寺

園

司

〈
紹
介
〉

森
山
隆
著

『

上
代
国
語
音
韻
の
研
究』

原

口

裕

瀬
里
廣
明
著

『

文
明
批
評
家
と
し
て
の
露
伴』

山

田

輝

彦

境
忠
一
著

『

詩
と
故
郷』

狩

野

啓

子

第
三
十
四
号

(

昭
和
四
十
七
年
十
二
月)

見
立
絵
本
の
系
譜－

｢

百
化
鳥｣

の
余
波－

中

野

三

敏

大
江
嘉
言
考－

詠
歌
活
動
と
そ
の
交
友－

福

井

迪

子

貝
原
益
軒
の
紀
行
文

－

そ
の
製
作
状
況
と
個
々
の
作
品
に
つ
い
て－

板

坂

耀

子

『

佳
人』

試
論

狩

野

啓

子

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
の
謡
曲
譜
本
の
意
義

添

田

建
治
郎

第
三
十
五
号

(

昭
和
四
十
八
年
八
月)

古
本
住
吉
物
語
と
狭
衣
物
語

－

飛
鳥
井
の
物
語
と
の
関
係－

森

下

純

昭

松
平
文
庫
蔵

｢

姫
宮
私
言｣

－

翻
刻
と
解
題－

渡

辺

真
理
子

楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
仮
名
点
の
性
格

－
そ
の
字
音
語
表
記
を
め
ぐ
っ
て－

安

田

博

子
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｢
伊
京
集｣

の
言
語

柏

原

卓

天
理
本
狂
言
六
義
の
名
告
に
お
け
る

｢

じ
ゃ｣

－

異
形
の
名
告
と
そ
の
位
置－

田

籠

博

〈
紹
介
〉

笠
栄
治
編

『

平
家
物
語
総
索
引』

井

手

恒

雄

奥
村
三
雄
解
題

『
平
曲
正
節－

節
付
本
平
家
物
語－

』

添

田

建
治
郎

今
井
源
衛
監
修

福
井
迪
子
・
工
藤
重
矩
・
田
尻
英
三
編

『

校
本
馬
内
侍
集
と
総
索
引』

西

丸

妙

子

境
忠
一
著

『

詩
と
土
着』

瓜

生

清

第
三
十
六
号

(

昭
和
四
十
九
年
二
月)

芭
蕉
の
杜
甫
受
容
小
論

－
｢

杜
子
が
し
ゃ
れ｣

を
手
が
か
り
に－

石

川

八

朗

蕉
門
俳
諧
師
の
方
法－

支
考
の
場
合－
石

井

大

藤
原
兼
輔
伝
考

(

三)
工

藤

重

矩

真
名
書
説
話
の
表
記
意
識
に
つ
い
て

－

私
聚
百
因
縁
集
和
朝
之
篇
を
題
材
と
し
て－

南

里

み
ち
子

『

破
戒』

論
〈
種
々
な
る
生
活
状
態
〉
の
形
象
に
つ
い
て

瓜

生

清

〈
紹
介
〉

井
手
恒
雄
著

『

中
世
の
文
芸
・
非
文
芸』

板

坂

耀

子

第
三
十
七
号

(

故
福
田
良
輔
博
士
追
悼
号
・
昭
和
四
十
九
年
八
月)

献
辞

故
福
田
良
輔
博
士
略
歴

故
福
田
良
輔
博
士
研
究
著
作
目
録

術
な
き
恋－
｢

言
は
む
術
せ
む
術
知
ら
に｣－

瀬

古

確

上
代
日
本
文
献
に
見
え
る

｢

魚
韻｣

の
漢
字

－

朝
鮮
漢
字
音
と
の
関
連
に
つ
い
て－

藤

井

茂

利

平
安
朝
文
学
に
お
け
る
僧
侶
の
恋

今

井

源

衛

今
昔
物
語
集
の
同
一
動
詞
反
復
形
式
管
見

－
｢

に｣

を
介
す
る
形
式
に
つ
い
て－

山

口

康

子

定
家
の

｢

仮
名
も
じ
遣｣

迫

野

虔

徳

平
家
物
語
副
詞
覚
書

そ
の
二

原

栄

一

｢

古
今
著
聞
集｣

小
考－

名
義
を
め
ぐ
っ
て－

福

田

益

和

終
止
形
承
接
の
ナ
リ
に
つ
い
て

－

そ
の
中
世
・
近
世
に
お
け
る
把
握－

佐

田

智

明

行
脚
俳
諧
師
石
蘭
と

『

梅
の
会
集』

大

内

初

夫

仕
形
咄
考

中

村

幸

彦

�

外
に
お
け
る
〈
歴
史
〉
へ
の
開
眼

－

一
つ
の
覚
え
書
き－

重

松

泰

雄

仮
名
遣
ひ
以
前－

古
筆
の
表
記
に
つ
い
て－

春

日

和

男

追
悼
集

『

谷
の
鶯』

翻
刻
と
解
題

白

石

悌

三

第
三
十
八
号

(

昭
和
五
十
年
一
月)

紫
式
部
集
所
載
歌
の
詠
作
年
代
に
つ
い
て

中

島

あ
や
子

名
所
図
会
類
の
風
景
描
写

板

坂

耀

子

為
永
春
水
の
読
本
数
種

－
文
政
末
・
天
保
初
年
を
中
心
に－

白

石

良

夫
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筑
前
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

稲

川

順

一

〈
紹
介
〉

奥
村
三
雄
著

『

聚
分
韻
略
の
研
究』

田

尻

英

三

寺
園
司
著

『
文
学
者
と
宗
教』

江

頭

太

助

第
三
十
九
・
四
十
号

(
春
日
和
男
教
授
還
暦
記
念
特
輯
号
・
昭
和
五
十
年
六
月)

平
家
物
語
副
詞
覚
書－
そ
の
三－

原

栄

一

｢

ニ｣

を
介
す
る
同
一
動
詞
反
復
形
式
の
史
的
考
察

－

今
昔
物
語
集
ま
で－

山

口

康

子

訛
形
の
定
着－

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
の
言
語
調
査
か
ら－

原

口

裕

古
今
著
聞
集
の
表
現
に
関
す
る
一
考
察

－

今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
と
の
比
較
を
通
し
て－

福

田

益

和

｢

仮
名
遣｣

の
問
題

迫

野

虔

徳

ト
カ
ラ
列
島

(

中
之
島
・
平
島)

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
語
彙

田

尻

英

三

福
岡
県
北
部
地
方
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

－

若
松
半
島
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
実
態
と
共
通
語
化－

添

田

建
治
郎

円
応
の
抄
物
に
つ
い
て－

洞
門
抄
物
の
周
辺－

田

籠

博

語
源
研
究
法
に
関
す
る
一
考
察

－

ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
語
源
研
究
へ－

柏

原

卓

平
曲
譜
本
と
付
属
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

奥

村

三

雄

竹
河
巻
は
紫
式
部
原
作
で
あ
ろ
う

(

下)

今

井

源

衛

第
四
十
一
号

(

昭
和
五
十
一
年
三
月)

十
訓
抄
の
文
章
に
つ
い
て

楢

田

良

照

近
世
女
流
紀
行
文
学
の
性
格

板

坂

耀

子

近
世
後
期
上
方
語
資
料
と
し
て
の
上
方
板
洒
落
本
類

矢

野

準

伊
東
静
雄
の
昭
和
八
年
中
期
の
詩

赤

塚

正

幸

〈
紹
介
〉

目
加
田
さ
く
を
著

『

源
氏
物
語
論』

工

藤

重

矩

中
村
幸
彦
著

『

近
世
文
芸
思
潮
攷』

中

野

三

敏

境
忠
一
著

『

近
代
詩
と
反
近
代』

赤

塚

正

幸

第
四
十
二
号

(

昭
和
五
十
一
年
十
二
月)

河
内
屋
与
兵
衛
論

横

山

正

｢

新
撰
字
鏡｣

に
於
け
る
天
治
本
と
享
和
本
の
形
式
上
の
相
違
点
に
つ
い
て

高

瀬

正

一

秋
月
郷
土
館

｢

黒
田
文
庫｣

報
告

今

井

源

衛
・
棚

町

知

弥
・
中

野

三

敏

(

付)

長
興
・
立
圃
俳
諧
資
料

棚

町

知

弥

翻
刻

『

み
や
こ
い
り』

南

里

み
ち
子

〈
紹
介
〉

春
日
和
男
著

『

説
話
の
語
文

古
代
説
話
文
の
研
究』

迫

野

虔

徳

春
日
和
男
・
原
栄
一
共
編

『

説
話
の
語
文

日
本
霊
異
記
漢
字
索
引』

迫

野

虔

徳

八
木
毅
著

『
日
本
霊
異
記
の
研
究』

福

田

益

和
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第
四
十
三
号

(

昭
和
五
十
二
年
六
月)

紫
式
部
の
越
前
の
旅
と
須
磨
巻

中

島

あ
や
子

二
条
東
院
構
想
の
変
遷

－
明
石
の
君
母
子
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て－

田

坂

憲

二

中
島
廣
足
の
歌
風

－
『

自
文
政
五
年
至
同
七
年
詠
草』

に
つ
い
て－

白

石

良

夫

国
語
史
資
料
と
し
て
の
近
松
世
話
物
浄
瑠
璃

－

濁
点
・
胡
麻
点
等
の
表
記
に
つ
い
て－

野

口

義

廣

故
田
村
専
一
郎
先
生
旧
蔵

｢

支
子
文
庫｣

報
告

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
有
志

〈
紹
介
〉

笹
淵
友
一
著

｢

永
井
荷
風－

｢

堕
落｣

の
美
学
者－

｣

立

川

昭
二
郎

横
山
正
著

『

近
世
演
劇
論
叢』

橘

英

哲

第
四
十
四
・
四
十
五
号

(

春
日
和
男
教
授
退
官
記
念
号
・
昭
和
五
十
三
年
六
月)

春
日
和
男
教
授
略
歴

春
日
和
男
教
授
主
要
著
作
目
録

｢

峯
文
十
遠
仁｣

考

春

日

和

男

｢

笈
の
小
文｣

の
問
題
点
一
、
二

－
『

伊
賀
�
別』

と
大
仏
再
興
周
辺－

井

上

敏

幸

藤
原
齋
信
考－

文
芸
面
か
ら－

福

井

迪

子

平
兼
盛
の
系
譜－

王
氏
・
平
氏
の
説
を
め
ぐ
っ
て－

工

藤

重

矩

戦
前
の
石
川
淳
に
お
け
る
叙
情
否
定
の
モ
テ
ィ－

フ
を
め
ぐ
っ
て

－
『

評
論
森�

外』

を
中
心
に－

狩

野

啓

子

末
摘
花
に
投
影
さ
れ
た
作
者
紫
式
部

中

島

あ
や
子

福
岡
県
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

稲

川

順

一

戯
作
類
に
お
け
る
唐
音
表
記

矢

野

準

片
仮
名
の
用
法

－

観
智
院
本
三
宝
絵
詞
に
お
け
る
仮
名
併
用－

楢

田

良

照

和
訓
よ
り
み
た

｢

新
撰
字
鏡｣

と

｢

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄｣

に
つ
い
て

高

瀬

正

一

清
濁
資
料
と
し
て
の
近
松
世
話
物
浄
瑠
璃

野

口

義

廣

呉
音
声
調
の
国
語
化
と
訓
点
資
料－

儀
軌
類
を
中
心
に－

崎

村

弘

文

万
葉
集
付
属
語
の
用
字
に
あ
ら
わ
れ
た
語
意
識
に
つ
い
て

秋

吉

望

春
日
先
生
と
の
二
十
余
年

今

井

源

衛

第
四
十
六
号

(

昭
和
五
十
三
年
十
二
月)

初
期
義
大
夫
節
に
お
け
る
詞
の
意
義

横

山

正

安
吾
文
学
と
矢
田
津
世
子

－

二
人
の
出
会
い
を
中
心
と
し
て－

花

田

俊

典

『

都
氏
文
集』

の
諸
本
に
つ
い
て

中

條

順

子

大
蔵
流
狂
言
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て－

述
部
の
体
系－

坂

口

至

形
態
ア
ク
セ
ン
ト
論
的
一
考
察

－

複
合
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
語
構
成
・
連
濁
を
め
ぐ
っ
て－

木

部

暢

子

〈
紹
介
〉

中
野
三
敏
著

｢

近
世
新
畸
人
伝｣

白

石

良

夫
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第
四
十
七
号

(

昭
和
五
十
四
年
六
月)

『
伊
勢
物
語』

初
段
を
考
え
る

(

上)

吉

田

達

宣
長
判
寛
政
元
年
歌
合

(

全
集
未
収
録)

に
つ
い
て

白

石

良

夫

『

と
り
か
へ
ば
や
物
語』

に
お
け
る

『

源
氏
物
語』

摂
取

－

四
の
君
密
通
事
件
の
場
合－

辛

島

正

雄

〈
紹
介
〉

七
人
編

『

近
世
文
芸
資
料
と
考
証』

井

上

敏

幸

境

忠
一
著

『

宮
沢
賢
治
の
愛』

花

田

俊

典

第
四
十
八
号

(

昭
和
五
十
四
年
十
二
月)

『

都
氏
文
集』

の
諸
本
に
つ
い
て

追
考

中

條

順

子

延
慶
本

『

平
家
物
語』

、『

源
平
盛
衰
記』

、
覚
一
本
『

平
家
物
語』

に
お
け
る

泰
山
府
君

橋

口

晋

作

木
下
長
嘯
子
伝
雑
考

そ
の

(

一)
津

田

修

造

『

伊
勢
物
語』

初
段
を
考
え
る

(

中)

第
Ⅱ
部

歴
史
的
視
野
よ
り
の
接
近－

｢

春
日
斎
宮｣

酒
人
内
親
王
考

吉

田

達

台
湾�

南
語
の
研
究－

日
本
漢
字
音
研
究
へ
の
展
開－

陳

子

博

〈
紹
介
〉

目
加
田
さ
く
を
著

『

大
鏡
論
漢
文
芸
作
家
圏
に
お
け
る
政
治
批
判
の
系
譜』

田

坂

憲

二

第
四
十
九
号

(

昭
和
五
十
五
年
六
月)

夏
目
漱
石
の
学
習
院
就
職
運
動

－

新
資
料
・
立
花
銑
三
郎
あ
て
漱
石
書
簡
の
紹
介－

原

武

哲

玉
鬘
十
帖
の
結
末
に
つ
い
て－

若
菜
巻
へ
の
一
視
点－

田

坂

憲

二

近
世
末
期
方
言
資
料
と
し
て
の

『

は
ま
お
ぎ』

－

現
代
方
言
よ
り
す
る
文
献
批
判－

崎

村

弘

文

〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
著

『

紫
林
照
径－

源
氏
物
語
の
新
研
究』

森

下

純

昭

第
五
十
号

(

昭
和
五
十
五
年
十
二
月)

｢

防
人
歌｣

の
筆
録－

そ
の
言
語
資
料
と
し
て
の
性
格－

迫

野

虔

徳

二
巻
本｢

宝
物
集｣

に
お
け
る
細
川
文
庫
本
の
位
置
に
つ
い
て

田

中

潤

子

言
語
資
料
と
し
て
の
歌
舞
伎
脚
本－

敬
語
辞
を
中
心
に－

山

県

浩

木
下
長
嘯
子
伝
雑
考

そ
の

(

二)

津

田

修

造

秋
成
の

｢

私｣

の
説
に
つ
い
て

飯

倉

洋

一

〈
紹
介
〉

渥
美
か
を
る

奥
村
三
雄
編
著

『

平
家
正
節
の
研
究』

添

田

建
治
郎

徳
満
澄
雄
著

『

我
身
に
た
ど
る
姫
君
物
語
全
註
解』

辛

島

正

雄

小
澤
正
明
著

『

川
端
康
成
文
芸
の
世
界』

狩

野

啓

子

第
五
十
一
号

(

昭
和
五
十
六
年
六
月)

支
子
文
庫
本

｢

拾
玉
集｣

に
つ
い
て

西

丸

妙

子

原
音
声
調
か
ら
観
た
日
本
書
紀
音
仮
名
表
記
試
論

高

山

倫

明

定
家
本

『

土
左
日
記』

の
表
記
に
つ
い
て

望

月

正

道

〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
著

『

祐
倫
光
源
氏
一
部
謌』

古

賀

典

子

中
野
三
敏
著

『
戯
作
研
究』

中

山

右

尚
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第
五
十
二
・
五
十
三
号

(

今
井
源
衛
教
授
退
官
記
念
号
・
昭
和
五
十
七
年
六
月)

今
井
源
衛
教
授
略
歴

今
井
源
衛
教
授
主
要
著
作
目
録

｢

我
身
に
た
ど
る
姫
君｣

の
ユ－

モ
ア

今

井

源

衛

有
島
武
郎
と

『

復
活』
劇

－
『

或
る
女』
へ
の
道
程

(

一)
－

江

頭

太

助

『

英
和
俗
語
辞
典』

の
補
訂
を
め
ぐ
っ
て

原

口

裕

『

小
説
神
髄』

論－

小
説
の
裨
益
に
つ
い
て－

石

田

忠

彦

風
雅
論
の
定
位

－

刊
本『

笈
の
小
文』

冒
頭
文
と｢
幻
住
庵
記｣－

井

上

敏

幸

『

平
家
物
語』

長
門
本
の
一
面

－

住
吉
明
神
関
係
記
事
を
め
ぐ
っ
て－

橋

口

晋

作

朝
鮮
通
信
使
と
石
川
丈
山－

｢

日
東
の
李
白｣

考－
若

木

太

一

玉
葛
の
跡－

本
居
宣
長

｢

菅
笠
日
記｣

に
見
る
一
古
典
研
究
者
像－

板

坂

耀

子

萩
市
見
島
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
卑
見

添

田

建
治
郎

昭
和
十
八
年
の
石
田
淳
の
文
芸
時
評
に
つ
い
て

狩

野

啓

子

万
葉
集
巻
十
四
に
於
け
る
平
安
時
代
的
性
格

－

用
字
と
上
代
特
殊
仮
名
遣
を
め
ぐ
っ
て－

工

藤

博

子

国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て

柏

原

卓

｢

塵
埃｣

論－

塵
労
生
活
と｢

予｣

の
形
象
を
め
ぐ
っ
て－

瓜

生

清

『

真
幸
問
宣
長
答

本
居
問
答』

の
成
立
に
つ
い
て

白

石

良

夫

〈

健
康
な
肉
体〉

の
発
見－

坂
口
安
吾｢

女
体｣

か
ら｢

恋
を
し
に
行
く｣

へ－

花

田

俊

典

活
用
型
の
変
化
か
ら
見
た
上
方
絵
入
狂
言
本

－

二
段
活
用
の
一
段
化
の
場
合－

山

県

浩

万
象
亭
の
戯
作

園

田

豊

｢

自
然｣

の
意
味－

秋
成
の
理
想
と
現
実－

飯

倉

洋

一

第
五
十
四
号

(

昭
和
五
十
七
年
十
二
月)

『

お
く
の
ほ
そ
道』

の
構
想
臆
断－

高
館－

紫

藤

誠

也

『

興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書』

論

宮

崎

隆

広

『

月
に
吠
え
る』

形
成
過
程
の
考
察
Ⅱ

－

罪
人
か
ら
病
者
へ－

國

生

雅

子

中
原
中
也

｢

含
羞｣

論

－
〈

在
り
し
日〉

の
隔
絶
性
に
つ
い
て

中

原

豊

〈
紹
介
〉

金
原

理
著

『

平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究』

工

藤

重

矩

後
藤
昭
雄
著

『

平
安
朝
漢
文
学
論
考』

工

藤

重

矩

第
五
十
五
号

(

昭
和
五
十
八
年
六
月)

『
狭
衣
物
語』

の

｢

宮
の
中
将｣

を
め
ぐ
っ
て

後

藤

康

文

｢
め
で
た
さ｣

の
季
節－

天
明
狂
歌
の
本
質－

久
保
田

啓

一

｢

老
狂
人｣

か
ら

｢

羅
生
門｣

ま
で

－
｢

羅
生
門｣

前
史
に
お
け
る
視
点
の
獲
得
と
関
連
し
て－

松

本

常

彦
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文
終
止
形
式
か
ら
見
た
荘
子
抄
の
成
立

古

田

雅

憲

唐
通
事
の
語
学
書－

｢

訳
詞
長
短
話｣

管
見－

大

橋

百
合
子

〈
紹
介
〉

大
内
初
夫
・
尾
形
仂
・
櫻
井
武
次
郎
・
白
石
悌
三
・
中
西
啓
・
若
木
太
一
編

『

去
来
先
生
全
集』

石

川

八

朗

第
五
十
六
号

(

昭
和
五
十
八
年
十
二
月)

国
風
・
詠
物
・
狂
詩

－

古
文
辞
以
前
に
お
け
る
遊
戯
的
漢
詩
文
の
側
面－

宮

崎

修

多

｢

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ｣

を
読
む

龍

佳

花

｢

リ
ツ
子
そ
の
愛
・
そ
の
死｣

の
死
生
観

長

野

秀

樹

平
曲
譜
本
の

｢

清
ム｣

注
記

中

村

萬

里

山
崎
闇
斎
学
派
聞
書
資
料
の
象
徴
詞

望

月

正

道

第
五
十
七
号

(

昭
和
五
十
九
年
六
月)

古
文
書
語
彙
の
性
格－

副
詞
を
中
心
と
し
て－

安

部

美

絵

都
賀
庭
鐘

読
本
の
漢
語

岡

島

昭

浩

京
都
時
代
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム

－

中
原
中
也

｢

ダ
ダ｣

詩
の
解
読－

松

下

博

文

天
愚
孔
平
伝

一－

資
料
紹
介－

中

野

三

敏

〈
資
料
紹
介
〉

『

追
善
二
腹
帯
八
百
屋
の
段』

横

山

正

〈
紹
介
〉

奥
村
三
雄
著

『

平
曲
譜
本
の
研
究』

添

田

建
治
郎

大
内
初
夫
著

『

近
世
九
州
俳
壇
史
の
研
究』

田

中

道

雄

第
五
十
八
号

(

昭
和
五
十
九
年
十
二
月)

太
宰
治
に
お
け
る
ロ
シ
ア
文
学
の
問
題

－

プ－

シ
キ
ン
と
チ
ェ－

ホ
フ
の
持
つ
意
味－

山

崎

正

純

大
坂
本
屋
仲
間
雑
攷

そ
の
一

－

行
司
本
役
及
び
加
役
な
ど－

安

永

美

恵

日
本
漢
音
資
料
と
し
て
の
台
湾�

南
語
の
研
究

張

瓊

玲

特
殊
拍
と
ア
ク
セ
ン
ト－

北
九
州
市
小
倉
方
言
の
場
合－

木

部

暢

子

〈
紹
介
〉

笠
栄
治
著

『

平
治
物
語
研
究
校
本
編』

橋

口

晋

作

原
武
哲
著

『

夏
目
漱
石
と
菅
虎
雄
布
衣
禅
情
を
楽
し
む
心
友』松

本

常

彦

山
田
輝
彦
著

『

夏
目
漱
石
の
文
学』

海
老
井

英

次

第
五
十
九
号

(

昭
和
六
十
年
六
月)

謡
曲
譜
本
の
上
胡
麻
に
つ
い
て

添

田

建
治
郎

方
言
資
料
と
し
て
見
た
長
崎
通
事
の
語
学
書

－

魏
龍
山

｢

訳
詞
長
短
話｣

及
び
岡
島
冠
山
の
諸
著
作
な
ど－

大

橋

百
合
子

嘉
村
磯
多
論－

｢

七
月
二
十
二
日
の
夜｣

の
評
価
を
め
ぐ
っ
て－廣

瀬

晋

也

｢

芋
粥｣
論

下

野

孝

文

『

曾
根
崎
心
中
十
三
回
忌』

の
絵
尽
に
つ
い
て

横

山

正
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〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
・
春
秋
会
著

『

我
身
に
た
ど
る
姫
君』

後

藤

康

文

東
秀
吉
著

『

球
磨
弁
助
詞
と
助
動
詞
と』

『

球
磨
弁
音
韻
と
文
法』

『

球
磨
弁

語
彙
と
語
法』

迫

野

虔

徳

大
内
初
夫
著

『
俳
林
逍
遙－

芭
蕉
・
去
来
・
諸
九
尼－

』

石

井

大

第
六
十
号

(

昭
和
六
十
年
十
二
月)

『

伊
勢
物
語』

異
見

今

西

祐
一
郎

嶋
田
忠
臣
論
断
章

後

藤

昭

雄

遠
山
景
晋

『

未
曽
有
記』

に
つ
い
て

－

蝦
夷
紀
行
が
も
た
ら
し
た
も
の－

板

坂

耀

子

高
野
蘭
亭
伝
攷

(

上)

高

橋

昌

彦

｢

和
独
対
訳
辞
林｣

に
つ
い
て

坂

本

浩

一

『

曽
根
崎
心
中
十
三
回
忌』

の
絵
尽
に
つ
い
て
・
補
正

横

山

正

〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
著

『

在
原
業
平』

吉

田

達

田
坂
順
子
編

『

扶
桑
集－

校
本
と
索
引－

』

金

原

理

鈴
木
重
三
・
木
村
八
重
子
・
中
野
三
敏
・
肥
田
晧
三
編

『

近
世
子
ど
も
の
絵

本
集
江
戸
編
・
上
方
編』

園

田

豊

第
六
十
一
号

(

昭
和
六
十
一
年
六
月)

古
今
集
一
四
八
の
解
釈
・
補
考

－

啼
い
て
血
を
吐
く
社
鵑
の
こ
と
な
ど－

工

藤

重

矩

『

浅
茅
が
露』

作
者
考
・
序
章

－

藤
原
為
家
作
者
説
の
仮
説－

辛

島

正

雄

中
村
本

『

夜
寝
覚
物
語』

の
創
作

－

改
作
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き－

坂

本

信

道

高
野
蘭
亭
伝
攷

(

下)

高

橋

昌

彦

壇
一
雄

｢

此
家
の
性
格｣

論

長

野
秀

樹

萩
市
見
島
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
考

－

二
拍
名
詞
第
五
類
の
性
格
に
つ
い
て－

添

田

建
治
郎

萩
市
見
島
の
ア
ク
セ
ン
ト

二
階
堂

整

〈
紹
介
〉

春
日
和
男
編

『

春
日
政
治
著
作
集』

迫

野

虔

徳

重
松
泰
雄
編

『

原
景
と
写
像

近
代
日
本
文
学
論
攷』

原

武

哲

奥
村
三
雄
編

『

平
家
正
節
語
彙
索
引－

節
ハ
カ
セ
付
語
彙
集
成－

』

添

田

建
治
郎

浜
田
義
一
郎
・
中
野
三
敏
・
日
野
龍
夫
・
揖
斐
高
編

『

大
田
南
畝
全
集』

久
保
田

啓

一

第
六
十
二
号

(

昭
和
六
十
一
年
十
二
月)

紫
式
部
は
鷹
司
殿
倫
子
の
女
房
で
あ
っ
た
か

徳

満

澄

雄

九
州
紀
行
小
考

板

坂

耀

子

『
新
著
聞
集』

の
成
立－

『

犬
著
聞
集』

『

続
著
聞
集』

と
の
関
連
か
ら－

田

中

葉

子

『

打
聞
集』
と
九
州
大
学
萩
野
文
庫
蔵

『

今
昔
物
語
抄』

－

仮
名
書
き
説
話
集
を
媒
介
と
す
る－

木

部

暢

子
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『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

読
誦
音
に
つ
い
て

－

資
料
の
解
釈
と
読
誦
音
の
変
遷－

江

口

泰

生

日
中
両
国
語
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
の
比
較
対
照

鄭

兆

宏

｢

い
と
ど｣
と

｢

い
よ
い
よ｣

に
つ
い
て

山

下

和

弘

〈
紹
介
〉

奥
村
三
雄
著

『

波
多
野
流
平
曲
譜
本
の
研
究』

迫

野

虔

徳

大
内
初
夫
・
若
木
太
一
著

『
俳
諧
の
奉
行
向
井
去
来』

井

上

敏

幸

第
六
十
三
号

(

昭
和
六
十
二
年
六
月)

山
の
紀
行

板

坂

耀

子

『

狭
衣
物
語』

の
成
立
時
期

後

藤

康

文

中
原
中
也

｢

ダ
ダ｣

の
方
法

－
｢

春
の
日
の
夕
暮｣

冒
頭
の
解
読－

松

下

博

文

近
世
唐
音
の
重
要
性

岡

島

昭

浩

『

紐
鏡』

再
考

赤

峯

裕

子

〈
紹
介
〉

森
山
隆
著

『

上
代
国
語
の
研
究－

音
韻
と
表
記
の
諸
問
題－

』崎

村

弘

文

今
井
源
衛
著

『

王
朝
末
期
物
語
論』

辛

島

正

雄

瀬
里
広
明
著

『

露
伴
と
道
元』

松

本

常

彦

第
六
十
四
号

(

昭
和
六
十
二
年
十
二
月)

中
世
源
氏
物
語
享
受
史
の
一
面

－
『

源
中
最
秘
抄』

を
中
心
に－

田

坂

憲

二

『

夜
の
寝
覚』

の
予
言
と
構
想－

天
人
予
言
の
達
成－

坂

本

信

道

『

江
吏
部
集』

に
見
ら
れ
る
言
語
遊
戯
的
表
現
に
つ
い
て

木

戸

裕

子

重
盛
像
の
変
遷

板

坂

耀

子

『

伊
勢
物
語
抒
海』

の
位
置－

段
の
大
意
を
中
心
と
し
て－

入

口

敦

志

韓
国
漢
字
音
の
重
層
性

－

日
本
漢
字
音
と
の
比
較
対
照
を
中
心
に－

蔡

京

希

〈
紹
介
〉

今
井
源
衛
校
訂

『

依
田
学
海

墨
水
別
墅
雑
録』

石

田

忠

彦

第
六
十
五
号

(

昭
和
六
十
三
年
六
月)

古
代
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
す
る
一
報
告

－

金
田
一
法
則
の
例
外
に
つ
い
て－

内

山

弘

｢

テ
＋
イ
ル｣

と

｢

テ
＋
ア
ル｣

山

下

和

弘

暮
鳥
と
前
衛
絵
画－

イ
マ
ジ
ズ
ム
と
絵
画
試
論

(

一)－

井

上

洋

子

応
和
二
年
五
月
の
贈
答
歌

－
『

蜻
蛉
日
記』

66
・
67
・
68
・
70
番
歌
の
解
釈－

後

藤

康

文

石
田
忠
彦
氏
の

《

紹
介》

『

依
田
学
海

墨
水
別
墅
雑
録』

を
読
む

今

井

源

衛

｢

和
独
対
訳
辞
林｣

に
於
け
る
見
出
し
・
同
義
語
表
示
部
の
検
討

－
｢

和
英
語
林
集
成｣

を
交
え
て－

坂

本

浩

一

〈
紹
介
〉

平
安
朝
漢
文
学
研
究
会
編

『

平
安
朝
漢
文
学
総
合
索
引』

今

西

祐
一
郎

中
野
三
敏
著

『

江
戸
名
物
評
判
記
案
内』

・
中
野
三
敏
編

『

江
戸
名
物
評
判
記

集
成』

宮

崎

修

多
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板
坂
耀
子
編

『

江
戸
温
泉
紀
行』

久
保
田

啓

一

横
山
正
著

『

近
世
演
劇
攷』

橘

英

哲

福
井
迪
子
著

『

一
条
朝
文
壇
の
研
究』

工

藤

重

矩

今
井
源
衛
著

『
源
氏
物
語
の
思
念』

田

坂

憲

二

田
尻
龍
正
著

『
芭
蕉
論
集』

白

石

悌

三

五
所
美
子
著

『

歌
人
上
田
秋
成』

飯

倉

洋

一

田
坂
憲
二
・
田
坂
順
子
編
著

『

藤
原
義
孝
集

本
文
・
索
引
と
研
究』

福

井

迪

子

第
六
十
六
・
六
十
七
号

(

奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
号
・
平
成
元
年
六
月)

奥
村
三
雄
教
授
略
歴

奥
村
三
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

佚
存
平
安
朝
詩
注

後

藤

昭

雄

『

西
鶴
名
残
の
友』

管
見

井

上

敏

幸

藤
原
斉
信
の
人
間
像－

『

小
右
記』

を
中
心
に－
福

井

迪

子

平
安
朝
に
お
け
る
官
職
唐
名
の
文
学
的
側
面

工

藤

重

矩

知
盛
の
位
置

板

坂

耀

子

霊
異
記
の
成
立
事
情

南

里

み
ち
子

源
氏
物
語
の
和
歌－

露
・
霧
・
雲
の
心
象－

中

島

あ
や
子

｢

風
博
士｣

解
読

あ
る
い
は
蛸
博
士
の
奸
計

花

田

俊

典

『

浅
茅
が
露』

作
者
考－

藤
原
為
家
作
者
説
の
可
能
性－

辛

島

正

雄

格
助
詞

｢

を｣

に
よ
る
動
詞
分
類

鄭

兆

宏

小
野
蘭
山
自
筆
稿
本

『

伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙』

に
つ
い
て

－

方
言
資
料
と
し
て
の
価
値－

二
階
堂

整

｢

タ
リ｣

と

｢

テ
ア
リ｣

山

下

和

弘

『

和
独
対
訳
辞
林』

注
記
部
に
関
す
る
検
討

－
『

和
英
語
林
集
成』

と
の
異
同
状
況
か
ら－

坂

本

浩

一

韓
・
日
両
国
漢
字
音
の
対
比
研
究

－

日
本
語
教
育
の
た
め
に－

蔡

京

希

対
立
す
る
他
動
詞
を
も
つ
自
動
詞
の
使
役
構
文

夏

茜

清
原
宣
賢
自
筆

『

日
本
書
紀
抄』

所
収

『

日
本
書
紀』

神
代
巻
傍
訓
の
声
点

内

山

弘

平
家
物
語
の
人
物
像
と
そ
の
変
遷

－

待
遇
表
現
・
語
り
の
曲
節
を
中
心
に－

奥

村

和

子

第
六
十
八
号

(

平
成
元
年
十
二
月)

『

和
泉
式
部
日
記』

成
立
の
背
景

坂

本

信

道

も
う
ひ
と
り
の
薫－

『

狭
衣
物
語』

試
論－

後

藤

康

文

『

伊
勢
物
語
秘
訣
抄』

に
つ
い
て－

延
宝
期
の
古
典
享
受－

田

中

葉

子

義
太
夫
節
浄
瑠
璃
本
に
お
け
る
山
本
版
に
対
す
る
他
版
の
抵
抗横

山

正

第
六
十
九
号

(

平
成
二
年
六
月)

一
夫
一
妻
制
と
し
て
の
平
安
文
学
・
補
説

－

近
年
の
婚
姻
研
究
の
紹
介
を
か
ね
て－

工

藤

重

矩

平
安
詩
序
の
形
式－

自
謙
句
の
確
立
を
中
心
と
し
て－

木

戸

裕

子

後
鳥
羽
院
の

『

狭
衣
物
語』

受
容

後

藤

康

文

｢

支
子
文
庫
本
勅
撰
和
歌
集
抄
出
注｣

に
つ
い
て

山

田

洋

嗣
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『
青
猫』

の
形
成－

大
手
拓
次
と
の
関
係
を
軸
と
し
て－

國

生

雅

子

一
八
世
紀
初
頭
の
薩
隅
方
言
に
お
け
る

｢

ノ｣

と

｢

ガ｣

の
用
法

江

口

泰

生

第
七
十
号

(

平
成
二
年
十
二
月)

『

竹
斎』

考

入

口

敦

志

二
月
の
子
の
日
考

－
『

能
宣
集』

諸
本
の
詞
書
を
め
ぐ
っ
て－

福

田

智

子

近
世
上
方
語
に
お
け
る
接
続
助
詞
ケ
レ
ド
モ
の
発
達

坂

口

至

鹿
児
島
お
よ
び
東
北
方
言
の
語
中
カ
行
タ
行
の
子
音
に
つ
い
て木

部

暢

子

第
七
十
一
号

(

平
成
三
年
六
月)

古
文
書
に
お
け
る

｢

る
・
ら
る

(

被)｣

の
特
色

辛

島

美

絵

前
田
流
平
曲
史
的
変
遷

－

国
語
史
資
料
と
し
て
の
観
点
か
ら－

奥

村

和

子

幼
き
日
の
か
ね
ご
と

－
『

伊
勢
物
語』

第
二
十
三
段
・

｢

く
ら
べ
こ
し｣

の
解
釈－

後

藤

康

文

｢

俤
や
姥
ひ
と
り
な
く
月
の
友｣

注
解

－
『

更
級
紀
行』

の
諸
問
題

(

下)－

井

上

敏

幸

黄
表
紙
作
者
小
考

－

恋
川
春
町
・
芝
全
交
・
万
象
亭
に
関
す
る
覚
え
書
き－

園

田

豊

｢

夢
十
夜｣

の
時
間
・
試
論

中

原

豊

第
七
十
二
号

(

平
成
三
年
十
二
月)

時
平
像
の
形
成

南

里

み
ち
子

天
平
二
年
筑
紫
梅
花
の
宴

－
『

万
葉
集』

巻
第
五
・
八
一
五
〜
八
四
六
番
歌
の
構
造－

後

藤

康

文

桜
姫
の
純
情
と
貞
節

－

鶴
屋
南
北
作

『

桜
姫
東
文
章』

よ
り－

中

村

恵

小
林
秀
雄
と
太
宰
治－

ジ
イ
ド
受
容
を
め
ぐ
る
接
点－

山

崎

正

純

現
代
語
複
合
動
詞
の
構
造
に
つ
い
て

－

動
詞
の
自
他
を
通
し
て－

林

慧

君

重
刊
本

｢

捷
解
新
語｣

の
巻
の
グ
ル－

プ
化

－
｢

ガ
行
音
の
表
記
法｣

｢

御(

お
ん)｣

｢

儀｣

な
ど
の
現
れ
方
か
ら－

趙

南

徳

第
七
十
三
号

(

平
成
四
年
六
月)

『

平
家
物
語』

の
作
者
像
に
つ
い
て

－

現
存
本
の
内
容
を
材
料
に
し
て－

橋

口

晋

作

栗
田
障
子
詩
考

木

戸

裕

子

九
州
方
言
の
分
類
と
位
置

－

日
本
言
語
地
図
を
利
用
し
て－

稲

川

順

一

入
声
と
ア
ク
セ
ン
ト
変
化

梅

崎

光

琉
球
の
古
典
籍
三
題－

本
土
文
献
の
引
用
と
変
容－

崎

村

弘

文
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九
州
大
学
蔵

『

知
顕
集』

に
つ
い
て

藤

島

綾

第
七
十
四
号

(

平
成
四
年
十
二
月)

詩
集

『

思
ひ
出』

の
成
立

國

生

雅

子

再
読
字
か
ら
見
た
日
本
書
紀
の
訓
法

－

神
代
巻
を
中
心
と
し
て－

内

山

弘

中
村
仏
庵
の
文
事

(

二)
－

職
人
家
歴
の
辞
藻－

ロ
バ
ー
ト

キ
ャ
ン
ベ
ル

第
七
十
五
号

(

平
成
五
年
六
月)

｢

不
十
分
終
止｣

の
史
的
展
開

－

旧
終
止
形
残
存
の
文
法
史
的
意
義－

京

健

治

｢

と
て
も｣

｢

全
然｣

な
ど
に
み
ら
れ
る
副
詞
の
用
法
変
遷
の
一
類
型

播

磨

桂

子

東
三
条
院
詮
子
四
十
賀
屏
風
歌
と
藤
原
公
任

－

屏
風
歌
詠
作
史
瞥
見－
福

田

智

子

九
州
大
学
松
濤
文
庫
蔵

『

熊
野
の
本
地』

に
つ
い
て

岩

松

博

史

『

思
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将』

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

後

藤

康

文

第
七
十
六
号

(

平
成
五
年
十
二
月)

瑞
香
の
詩
歌

今

井

源

衛

沖
縄
方
言
論
争
再
考

花

田

俊

典

九
州
大
学
文
学
部
蔵

『

つ
れ
つ
れ
艸
口
義』

－

談
義
本
時
代
の
講
釈
聞
書－

川

平

敏

文

賀
茂
季
鷹
の

『

狂
�
云
禁
集』

－

翻
印
と
解
題－

盛

田

帝

子

第
七
十
七
号

(

平
成
六
年
六
月)

｢

大
原
の
山｣

か
ら

｢

大
原
の
里｣

へ

－

平
安
朝
和
歌
に
お
け
る｢

山｣

と｢

里｣－

福

田

智

子

｢

古
老｣

小
考

－
『

今
昔
物
語
集』

巻
四
第
九
話
を
中
心
に－

岩

松

博

史

宗
因
佐
賀
来
遊
時
の
一
資
料

関

澤

智

子

沖
縄
か
ら
東
京
へ－

山
之
口
貘
再
上
京
考

(

上)
－

松

下

博

文

近
代
漢
語
の
一
側
面

－
『

漢
語
英
訳
辞
典』

に
見
ら
れ
る
二
字
漢
語
の
サ
変
動
詞
用
法
を
め
ぐ
っ
て－

坂

本

浩

一

第
七
十
八
号

(

平
成
六
年
十
二
月)

『

捷
解
新
語』

の
改
修

－

原
因
・
理
由
表
現
を
中
心
と
し
て－

申

忠

均

｢

う
た｣

の
力－

今
様
の
徳
を
語
る
逸
話
を
巡
っ
て－

大

木

桃

子

『

休
聞
抄』

と

『

花
鳥
余
情』

－

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『

花
鳥
余
情』

を
資
料
に
し
て－

波
多
野

真
理
子

金
剛
寺
蔵

『

和
漢
朗
詠
集』

(

零
冊)

を
め
ぐ
っ
て

後

藤

昭

雄

第
七
十
九
号

(

平
成
七
年
六
月)

〈

ニ
テ
ア
リ〉

語
法
の
表
現
性
を
め
ぐ
っ
て

南

里

一

郎

色
葉
字
類
抄
の
声
点
小
考

梅

崎

光

ヤ
マ
ト
と
沖
縄
の
は
ざ
ま
で－

山
之
口
貘
と
沖
縄(

２)－

松

下

博

文
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中
世
室
町
期
に
お
け
る
四
段
動
詞
の
下
二
段
派
生

青

木

博

史

第
八
十
号

(
平
成
七
年
十
二
月)

一
条
兼
良
の

『
河
海
抄』

注
記
批
判

(

一)

－

光
源
氏
三
歳
時
遭
母
死
、
而
退
出
宮
中
事－

徳

満

澄

雄

廊
を
め
ぐ
る
景
色－

『
源
氏
物
語』

の
一
表
現
方
法－

波
多
野

真
理
子

｢

願
立｣

説
話
展
開
の
再
検
討

橋

口

晋

作

立
羽
不
角
論
序
説－

貞
門
の
俳
諧
師
と
し
て
の
不
角－

平

島

順

子

富
小
路
貞
直
宛
加
藤
千
蔭
書
簡

－
『

富
小
路
貞
直
卿
御
詠
歌
並
千
蔭
呈
書』

翻
字
と
解
題－

盛

田

帝

子

｢

狂
言
記｣

に
お
け
る
命
令
形
語
尾
の
脱
落

荻

野

千
砂
子

第
八
十
一
号

(

平
成
八
年
六
月)

宮
川
一
翠
子
覚
え
書－

和
漢
の
位
相－
勝

又

基

元
禄－

享
保
期
の
徒
然
草
注
釈

－

兼
好
発
憤
説
と
述
志
の
文
学－

川

平

敏

文
｢

僧｣

と

｢

法
師｣

の
間

－
『

今
昔
物
語
集』

の
用
語
意
識－

岩

松

博

史

『

伊
勢
物
語』

第
五
十
段
末
尾
本
文
考

後

藤

康

文

可
能
動
詞
の
成
立
に
つ
い
て

青

木

博

史

第
八
十
二
号

(

平
成
八
年
十
二
月)

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『

紫
明
抄
抜
書』

に
つ
い
て

田

坂

憲

二

平
祐
挙
覚
え
書
き－

一
条
朝
受
領
歌
人
の
面
影－

福

田

智

子

人
見
竹
洞
と
東
皐
心
越－

竹
洞
伝
の
一
齣－

大

庭

卓

也

｢

神
神
の
微
笑｣

の
主
題
と
方
法

〜
ハ－

ン
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
作
品
と
の
か
か
わ
り
か
ら
〜

井

上

洋

子

米
沢
本
倭
玉
篇
の
字
音
の
拗
音
表
記

梅

崎

光

第
八
十
三
号

(

平
成
九
年
六
月)

朝
鮮
資
料
に
お
け
る
条
件
表
現
の
一
特
性

－

朝
鮮
語
対
訳
と
の
関
係
か
ら－

申

忠

均

『

御
所
本
和
漢
兼
作
集』

の
構
成
に
つ
い
て

－
『

和
漢
朗
詠
集』

・『

堀
河
百
首』

と
の
比
較
を
中
心
と
し
て－

木

戸

裕

子

三
条
西
家
流

『

伊
勢
物
語』

注
釈
の
一
形
態

－

支
子
文
庫
本
を
め
ぐ
っ
て－

藤

島

綾

一
九
洒
落
本
に
於
い
て
の
滑
稽

－

京
伝
と
の
比
較
を
通
し
て－

康

志

賢

坂
口
安
吾

｢

吹
雪
物
語

(－

夢
と
知
性)｣

論

－

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
の｢

ア
ド
ル
フ｣

と
の
関
連
か
ら

佛

石

欣

弘

第
八
十
四
号

(

平
成
九
年
十
二
月)

芥
川
龍
之
介

｢

お
ぎ
ん｣

の
位
置

－
〈

文
明
批
評〉

と〈

存
在
論〉

と－

井

上

洋

子
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｢
薄
雲
女
院｣

に
見
る
源
氏
物
語
注
釈

波
多
野

真
理
子

仮
定
条
件
句
形
式
出
自
の
助
詞
に
つ
い
て

－

デ
モ
・
ナ
リ
ト
モ
の
意
味
機
能
変
化－

矢

毛

達

之

〈

人
物〉
を
受
け
る

｢

へ｣

に
つ
い
て

黒

星

淑

子

第
八
十
五
号

(

平
成
十
年
六
月)

母
の
祈
り－

枝
折
型
姥
捨
伝
説
の
歌
に
関
す
る
一
考
察－

大

木

桃

子

『

闕
疑
抄
初
冠』

考

藤

島

綾

一
九
の
創
作
姿
勢
に
関
す
る
一
考
察

－

享
和
期
の
読
本
と
黄
表
紙
を
題
材
と
し
て－

康

志

賢

『

文
学
書
官
話』

の
成
立
及
び
日
本
へ
の
流
布

舒

志

田

不
定
語
イ
カ
デ
の
疑
問
用
法
を
め
ぐ
っ
て

越

智

隆

伸

九
州
方
言
の
動
詞
の
活
用

迫

野

虔

徳

第
八
十
六
・
八
十
七
号

(

中
野
三
敏
教
授
退
官
記
念
号
・
平
成
十
一
年
六
月)

中
野
三
敏
教
授
略
歴

中
野
三
敏
教
授
著
作
目
録

『

お
く
の
ほ
そ
道』

私
注

－
｢

そ
ヾ
ろ
神
の
物
に
つ
き
て
心
を
く
る
は
せ｣

の
意
味－

井

上

敏

幸

遊
女
評
判
記
の
世
界

－
『

色
道
大
鏡』

と
延
宝
版

『

長
崎
土
産』－

若

木

太

一

『

天
石
笛
之
記』

が
描
く
平
田
篤
胤

板

坂

耀

子

近
代
短
歌
研
究
贅
語

－

拙
稿

｢

別
離
再
読
序
説｣

に
こ
だ
わ
る－

白

石

良

夫

｢

あ
を
本｣

の
青
の
色
々

園

田

豊

老
曽
の
森
の
の
物
語－

｢

目
ひ
と
つ
の
神｣

私
見－

飯

倉

洋

一

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
蔵

『

清
暉
園
図
記』

解
題
と
翻
印

－

中
村
仏
庵
の
文
事
・
そ
の
四－

ロ
バ
ー
ト

キ
ャ
ン
ベ
ル

｢

鳩
巣
小
説｣

の
変
化
と
諸
本

－

近
世
写
本
研
究
の
た
め
に

宮

崎

修

多

｢

整
は
ず
候｣

歌
と

｢

聞
え
ず
候｣

歌

－

冷
泉
為
村
の
批
語
と
褒
詞

(

一)

久
保
田

啓

一

松
下
筑
陰
伝
攷

(

上)

高

橋

昌

彦

『

怪
醜
夜
光
魂』

の
成
立
に
つ
い
て

樫

澤

葉

子

評
判
す
る
と
い
う
こ
と

入

口

敦

志

賀
茂
季
鷹
の
生
い
た
ち
と
諸
大
夫
時
代

盛

田

帝

子

一
九
洒
落
本
に
お
け
る
類
型
的
人
物
像
に
つ
い
て

康

志

賢

記
念
館
本

『

薗
太
暦』

追
考

－

芭
蕉
書
写
本
と
し
て
の
可
能
性－

川

平

敏

文

『

洞
房
語
園』

の
諸
本

勝

又

基

『

榑
桑
名
賢
文
集』

の
書
入
れ

－

荻
生
徂
徠
の
元
禄
名
賢
月
旦－

大

庭

卓

也

漢
語
資
料
と
し
て
の
詩
学
書

－
『

詩
語
砕
金』

を
例
と
し
て－

岡

島

昭

浩

第
八
十
八
号

(

平
成
十
一
年
十
二
月)

直
養
と
春
海－

縣
門
江
戸
派
の
系
譜－

亀

井

森

｢

ゐ
あ
か
す｣
恋－

『

伊
勢
物
語』

二
段
考－

川
原
田

祐

子
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軒
端
の
鴬－

『

蜻
蛉
日
記』

の｢

の
た
ち
か
ら
し｣

に
つ
い
て

今

西

祐
一
郎

中
世
前
期
に
お
け
る

｢

文
相
当
句
＋
ナ
レ
バ
・
ナ
レ
ド

(

モ)｣

形
式

矢

毛

達

之

｢

御
〜
様｣
表
現
の
史
的
考
察

－
｢

ね
ぎ
ら
い｣

表
現
の
変
遷
か
ら－

宅

間

弘
太
郎

第
八
十
九
号

(

平
成
十
二
年
六
月)

仮
名
文
書
の
形
容
詞

－

特
色
あ
る
形
容
詞
語
彙
に
つ
い
て(

そ
の
二)－

辛

島

美

絵

｢

い
と
わ
る
き
人
な
り｣

考－
『

枕
草
子』
の
本
文
批
判－

後

藤

康

文

『

山
路
の
露』

の
文
学
史
的
位
置
に
つ
い
て

湯

川

直

美

『

智
恵
鑑』

修
訂
考

勝

又

基

天
理
図
書
館
蔵

『

狂
言
六
義』

の
原
因
・
理
由
を
表
す
条
件
句

－

ホ
ド
ニ
と
ニ
ヨ
ッ
テ
を
中
心
に－
松

尾

弘

徳

第
九
十
号

(

平
成
十
二
年
十
二
月)

浅
香
久
敬－

元
禄
加
賀
藩
士
の
前
半
生－

川

平

敏

文

王
澤
不
渇
鈔
作
者
考

－

文
鏡
秘
府
論
と
の
関
聯
を
め
ぐ
っ
て－

大

石

有

克

九
州
大
学
蔵

｢

島
田
家
資
料｣

目
録
考

－

諸
家
自
筆
詩
文
箋
の
部－

大

庭

卓

也

｢

資
料｣

と
い
う
語
に
つ
い
て

舒

志

田

｢

連
用
形
＋
ゴ
ト｣

構
文
小
考－

衰
退
理
由
を
め
ぐ
っ
て－

京

健

治

第
九
十
一
号

(

平
成
十
三
年
六
月)

｢

い
は
せ
の
森
の
呼
子
鳥｣

考

－
『

源
氏
物
語』

早
蕨
巻
の
引
歌－

川
原
田

祐

子

｢

衛
門
督
の
さ
し
つ
ぎ
よ｣

考

－
『

源
氏
物
語』

紅
梅
巻
の
一
文－

今

西

祐
一
郎

浅
香
久
敬－

元
禄
加
賀
藩
士
の
後
半
生－

川

平

敏

文

明
治
期
日
本
語
訳
聖
書
に
お
け
る
訳
語｢

悪
魔｣

に
つ
い
て

尊

田

佐
紀
子

連
声
表
記
か
ら
見
た
天
理
図
書
館
蔵

『

狂
言
六
義』

－

詞
章
筆
録
者
複
数
説
と
の
関
連－

松

尾

弘

徳

第
九
十
二
号

(

平
成
十
三
年
十
二
月)

菩
提
山
考

上

野

洋

三

『

源
氏
物
語
湖
月
抄』

所
引｢

細
流
抄｣

に
関
す
る
一
考
察

三

浦

尚

子

戯
作
者
大
極
堂
有
長
に
就
い
て
の
考
察

田

邉

菜
穂
子

熊
本
市
の
二
型
ア
ク
セ
ン
ト

坂

口

至

待
遇
表
現
か
ら
み
た

｢

版
本
狂
言
記｣

の
位
置
づ
け

荻

野

千
砂
子

第
九
十
三
号

(

平
成
十
四
年
六
月)

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

『

月
瀬
紀
行』

に
つ
い
て
の
一
考
察

－

大
隈
言
道『

今
橋
集』

と
の
関
連
に
お
い
て－

進

藤

康

子

福
岡
藩
儒
竹
田
春
庵
と
朝
鮮
通
信
使

大

庭

卓

也

同
時
代
の
風
景－

源
氏
物
語

｢

う
つ
ろ
ひ｣

考－

田

村

隆

｢

お
…
す
る｣
表
現
を
め
ぐ
っ
て

－
そ
の
成
立
と
規
範
的
用
法
に
つ
い
て－

宅

間

弘
太
郎
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ニ
テ
ア
ラ
ム
か
ら
デ
ア
ロ
ウ
へ

前

田

桂

子

第
九
十
四
号

(

平
成
十
四
年
十
二
月)

指
示
詞
に
お
け
る
コ
ソ
ア
ド
体
系
の
整
備

迫

野

虔

徳

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣－

規
範
性
の
終
焉
か
ら
現
行
平
仮
名
字
体
の
成
立
ま
で－

山

内

真

紀

フ
ェ
レ
イ
ラ
、
そ
し
て
沢
野
忠
庵

－
｢

沈
黙｣

論
の
前
提
と
し
て

(

一)－

下

野

孝

文

｢

し
る
き
こ
と｣

考

－
『

蜻
蛉
日
記』

天
禄
三
年
二
月
の
記
事－

川
原
田

祐

子

｢

と
り
つ
く
ろ
ひ
か
ゝ
は
る｣

考

－
『

蜻
蛉
日
記』

本
文
批
判－

今

西

祐
一
郎

第
九
十
五
号

(

平
成
十
五
年
六
月)

｢

用
な
さ
に
と
ゞ
め
つ｣

考－

紫
式
部
日
記
の
贈
答
歌－
田

村

隆

『

平
家
物
語』

当
道
系
諸
本
、
そ
の
他
の
諸
本
の
詞
章(

記
事)

と
琵
琶
語
り
な
ど

－

琵
琶
に
関
連
す
る
記
事
か
ら－

橋

口

晋

作

十
返
舎
一
九
の

｢

忠
臣
蔵
も
の｣

黄
表
紙
展
開
史
攷

康

志

賢

キ
ャ
ラ
、
そ
し
て
岡
本
三
右
衛
門

－
｢

沈
黙｣

論
の
前
提
と
し
て

(

二)－

下

野

孝

文

指
示
詞
か
ら
人
称
詞
へ－

｢

〜
ナ
タ｣

系
語
の
変
遷－

荻

野

千
砂
子

狂
言
台
本
に
お
け
る
二
重
否
定
の
当
為
表
現

－

大
蔵
流
虎
明
本
・
版
本
狂
言
記
を
中
心
に－

松

尾

弘

徳

第
九
十
六
号

(

平
成
十
五
年
十
二
月)

吉
田
桃
樹

｢

槃
游
余
録｣

に
つ
い
て

板

坂

耀

子

戦
後
文
学
と
〈
私
刑
〉

－

思
想
課
題
と
し
て
の

｢

規
範
的
自
由｣－

山

崎

正

純

不
定
詞

｢

ド
ウ｣

の
発
達

荻

野

千
砂
子

否
定
過
去
の
助
動
詞

｢

な
ん
だ｣

に
関
す
る
一
考
察

京

健

治

第
九
十
七
号

(

平
成
十
六
年
六
月)

世
阿
弥
能
楽
論
に
お
け
る
態
と
心

－

花
の
成
立
の
意
味
と
構
造
を
巡
っ
て－

岩

倉

さ
や
か

夕
顔
以
前
の
省
筆

田

村

隆

指
示
詞

｢

カ
ノ｣

｢

ア
ノ｣

に
つ
い
て

熊

谷

政

人

肥
筑
方
言
に
お
け
る
サ
詠
嘆
法

坂

田

佳

江

外
来
語
の
複
合
語
に
お
け
る
略
語
の
語
構
成

林

慧

君

第
九
十
八
号

(

平
成
十
六
年
十
二
月)

『

無
名
草
子』

と

｢

長
春
花｣

宮

�

裕

子

｢

思
ひ
や
る
べ
し｣

考

－

源
氏
物
語
以
後
の
省
筆－

田

村

隆

小
津
久
足

｢

陸
奥
日
記｣

に
つ
い
て

菱

岡

憲

司

お
礼
の
こ
と
ば

｢

あ
り
が
た
い｣

に
つ
い
て

荻

野

千
砂
子

第
九
十
九
号

(

平
成
十
七
年
六
月)

『

お
も
ろ
さ
う
し』

の
ラ
行
四
段
動
詞｢

お
わ
る｣

の
成
立

迫

野

虔

徳

遊
女
の
血
縁
・
往
生
譚
と
今
様

大

木

桃

子
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象
徴
詞
を
動
詞
化
す
る
形
式
の
変
遷

川

瀬

卓

人
名
の
語
構
造

田

籠

博

第
百
・
百
一
号

(

迫
野
虔
徳
教
授
退
任
記
念
号
・
平
成
十
八
年
六
月)

迫
野
虔
徳
教
授
略
歴

迫
野
虔
徳
教
授
著
作
目
録

中
古
仮
名
文
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語｢

ご
と
し｣

の
意
味
用
法
に
つ
い
て

森

脇

茂

秀

中
世
後
期
に
お
け
る

｢

…
コ
ソ
ア
レ
。｣

形
式

－

現
在
方
言
と
の
関
連
か
ら－

矢

毛

達

之

｢

お
な
じ
ぬ
れ｣

・｢

い
と
き
な
き
手｣

補
考

－
『

蜻
蛉
日
記』

の
本
文
批
判－

今

西

祐
一
郎

｢

女
三
の
宮
の
幼
さ｣

に
つ
い
て

－

若
菜
上
巻
の
読
み
の
試
み－
伊
佐
山

潤

子

左
馬
頭
の
指－

『

源
氏
物
語』

帚
木
巻
の
別
れ
話
の
裏
側－
坂

本

信

道

村
雨
の
軒
端－

『

去
来
抄』

と

『

源
氏
物
語』－

田

村

隆

｢

頭
中
将
の
御
小
舎
人
童｣

考
そ
の
他

－
『

堤
中
納
言
物
語』

の
本
文
批
判－

後

藤

康

文

中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る

｢

不
義
の
子｣

の
処
遇

－
『

在
明
の
別』

を
手
掛
か
り
と
し
て－

宮

�

裕

子

『

さ
さ
や
き
竹』

考－

西
光
坊
と
そ
の
周
辺－

安

川

多

映

｢

正
し
い
言
葉｣

と

｢

き
た
な
い
言
葉｣

－

川
村

湊
氏｢

黄
表
紙
王
国
の
崩
壊｣(『

近
世
狂
言
綺
言
列
伝』

所

収)

を
一
読
し
て－

園

田

豊

唱
歌
と
童
謡－

新
た
な
童
謡
史
の
た
め
に－

國

生

雅

子

江
藤
淳
と
〈
転
向
〉
論
の
帰
趨

山

�

正

純

沖
縄
戦
と
〈
き
れ
い
な
標
準
語
〉

－

目
取
真
俊

｢

水
滴｣

へ
の
視
角－

松

下

博

文

談
話
資
料
か
ら
み
た
福
岡
方
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
の
実
態

二
階
堂

整

『

隣
語
大
方』

の
諸
本
間
関
係
再
考

申

忠

均

句
接
辞

｢

�
が
ち｣

の
史
的
展
開

内

冨

純

江

象
徴
詞
の

｢

と｣

脱
落
に
つ
い
て
の
通
時
的
考
察

川

瀬

卓

音
節
構
造
と
字
余
り
論

高

山

倫

明

総
目
次
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(

研
究
室
の
ア
ド
レ
ス
も
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
学
会
関
係
・

住
所
変
更
等
の
各
種
連
絡
に
も
御
利
用
下
さ
い
。)


